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(57)【要約】

【課題】　伸線加工される金属線材の良好な品質を維持

しつつ、金属線材の周囲の潤滑剤を攪拌することができ

る潤滑剤攪拌装置、伸線加工用ダイスボックス及び伸線

機を提供する。

【解決手段】　伸線加工される金属線材Ｗを水平方向に

向けて保持し、かつ、金属線材Ｗが埋まるように潤滑剤

Ｐが充填された潤滑剤保持部３を有する伸線加工用ダイ

スボックス１に用いられる潤滑剤攪拌装置４である。潤

滑剤保持部３の内部かつ金属線材Ｗの下方に配されるこ

とにより、潤滑剤Ｐを少なくとも一部の区画で上下に区

分する仕切部材５と、仕切部材５に高圧気体を供給する

ための供給口６と、供給された高圧気体を仕切部材５の

下方側の潤滑剤Ｐに向けて噴出するための噴出口７とを

含んでいる。仕切部材５には、高圧気体によって移動し

た潤滑剤Ｐを、仕切部材５の上方側へ送るための開口部

８が形成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 し 、 か つ 、 前 記 金 属 線 材 が 埋 ま る よ う

に 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 を 有 す る 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス に 用 い ら れ る 潤 滑

剤 攪 拌 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 前 記 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 潤 滑 剤 を

少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、

　 前 記 仕 切 部 材 に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、

　 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材 の 下 方 側 の 前 記 潤 滑 剤 に 向 け て 噴 出 す る た め の

噴 出 口 と を 含 み 、

　 前 記 仕 切 部 材 に は 、 前 記 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 前 記 潤 滑 剤 を 、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方

側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 、

　 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 仕 切 部 材 は 、 前 記 金 属 線 材 に 沿 っ て 配 さ れ る 本 体 と 、 そ の 両 端 か ら 下 方 に 延 び る 一

対 の 脚 部 と を 含 み 、

　 前 記 本 体 の 下 方 に 前 記 一 対 の 脚 部 で 囲 ま れ る 凹 空 間 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 潤 滑 剤

攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 仕 切 部 材 の 前 記 一 対 の 脚 部 の 一 方 の 側 に 、 前 記 噴 出 口 が 設 け ら れ 、

　 前 記 本 体 の 前 記 一 対 の 脚 部 の 他 方 の 側 に 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記

載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 凹 空 間 は 、 前 記 噴 出 口 が 設 け ら れ た 第 １ 凹 部 と 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 第 ２ 凹 部

と を 含 み 、

　 前 記 第 １ 凹 部 と 前 記 第 ２ 凹 部 と の 間 に は 、 前 記 潤 滑 剤 の 移 動 を 抑 止 す る た め の 絞 り 部 が

設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 開 口 部 の 最 大 長 さ は 、 前 記 金 属 線 材 の 直 径 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず

れ か １ 項 に 記 載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 噴 出 口 が 複 数 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 潤 滑 剤 攪

拌 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 噴 出 口 は 、 斜 め 下 向 き に 前 記 高 圧 気 体 を 噴 出 す る 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １

項 に 記 載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 噴 出 口 は 、 前 記 高 圧 気 体 を 断 続 的 に 噴 出 す る 、 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １ 項 に

記 載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 が 内 部 に 配 さ れ て い る 、 伸 線

加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 し 、 か つ 、 前 記 金 属 線 材 が 埋 ま る よ う

に 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 を 有 す る 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス で あ っ て 、

　 前 記 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 前 記 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 潤 滑 剤 を

少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、

　 前 記 仕 切 部 材 に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、

　 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材 の 下 方 側 の 前 記 潤 滑 剤 に 向 け て 噴 出 す る た め の

噴 出 口 と を 含 み 、
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　 前 記 仕 切 部 材 に は 、 前 記 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 前 記 潤 滑 剤 を 、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方

側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 、

　 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 金 属 線 材 を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 機 で あ っ て 、

　 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス を 含 む 、 伸 線 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 金 属 線 材 を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス に 用 い ら れ る 潤 滑

剤 攪 拌 装 置 、 当 該 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス 及 び こ れ ら を 含 む 伸 線 機 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 金 属 線 材 を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス が 知 ら れ て い る 。 伸 線

加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 例 え ば 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 し 、

か つ 、 こ の 金 属 線 材 が 埋 ま る よ う に 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス で 伸 線 加 工 を 行 う と 、 伸 線 加 工 に 伴 い 潤 滑 剤 が 金

属 線 材 に 付 着 し 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 に 空 洞 部 が 形 成 さ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。 金

属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 に 空 洞 部 が 形 成 さ れ る と 、 金 属 線 材 に 潤 滑 剤 が 付 着 さ れ な い の で 、

滑 ら か な 伸 線 加 工 が で き ず 、 金 属 線 材 の 品 質 や ダ イ ス の 耐 久 性 に 影 響 を 与 え る こ と が あ っ

た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な 問 題 に 対 し て 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と で 、 空 洞 部 が 形 成 さ

れ る こ と を 抑 制 す る た め の 試 み が 行 わ れ て い る 。 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ は 、 潤 滑 剤 を 攪

拌 す る た め に 回 転 又 は 上 下 動 す る 攪 拌 具 を 配 設 し た ダ イ ス ボ ッ ク ス を 提 案 し て い る 。 ま た

、 下 記 特 許 文 献 ２ は 、 線 材 に 接 す る ロ ー ラ を 振 動 さ せ る こ と で 、 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る ダ イ ス

ボ ッ ク ス を 提 案 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 願 昭 ６ ３ － １ ６ ５ ４ ６ ５ 号 （ 実 開 平 ０ ２ － ０ ８ ７ ５ ０ ４ 号 ） の マ イ ク ロ

フ ィ ル ム

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ８ ２ １ ５ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 攪 拌 具 の 周 囲 が 空 洞 化 し 、 攪 拌 具 に よ

り 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き ず 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 に 空 洞 部 が 形 成 さ れ る こ と を

抑 制 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 伸 線 加 工 さ れ

る 金 属 線 材 が 振 動 す る こ と に よ り 、 伸 線 加 工 の 精 度 が 悪 化 し 、 金 属 線 材 の 品 質 が 低 下 す る

と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 実 状 に 鑑 み 案 出 さ れ た も の で 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 の 良 好

な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 、

伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス 及 び 伸 線 機 を 提 供 す る こ と を 主 た る 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 し 、 か つ 、 前 記 金 属 線 材 が

埋 ま る よ う に 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 を 有 す る 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス に 用 い
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ら れ る 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 で あ っ て 、 前 記 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 前 記 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ

れ る こ と に よ り 、 前 記 潤 滑 剤 を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、 前 記

仕 切 部 材 に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材

の 下 方 側 の 前 記 潤 滑 剤 に 向 け て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 と を 含 み 、 前 記 仕 切 部 材 に は 、 前 記

高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 前 記 潤 滑 剤 を 、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形

成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 仕 切 部 材 は 、 前 記 金 属 線 材 に 沿 っ て 配 さ れ る 本

体 と 、 そ の 両 端 か ら 下 方 に 延 び る 一 対 の 脚 部 と を 含 み 、 前 記 本 体 の 下 方 に 前 記 一 対 の 脚 部

で 囲 ま れ る 凹 空 間 を 有 す る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 仕 切 部 材 の 前 記 一 対 の 脚 部 の 一 方 の 側 に 、 前 記

噴 出 口 が 設 け ら れ 、

　 前 記 本 体 の 前 記 一 対 の 脚 部 の 他 方 の 側 に 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ て い る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 凹 空 間 は 、 前 記 噴 出 口 が 設 け ら れ た 第 １ 凹 部 と

、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 第 ２ 凹 部 と を 含 み 、 前 記 第 １ 凹 部 と 前 記 第 ２ 凹 部 と の 間 に は 、

前 記 潤 滑 剤 の 移 動 を 抑 止 す る た め の 絞 り 部 が 設 け ら れ て い る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 開 口 部 の 最 大 長 さ は 、 前 記 金 属 線 材 の 直 径 よ り

も 大 き い の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 噴 出 口 が 複 数 設 け ら れ て い る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 噴 出 口 は 、 斜 め 下 向 き に 前 記 高 圧 気 体 を 噴 出 す

る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 前 記 噴 出 口 は 、 前 記 高 圧 気 体 を 断 続 的 に 噴 出 す る の

が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 が 内 部 に 配 さ れ て い る 、 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス で

あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 は 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 し 、 か つ 、 前 記 金 属 線 材 が

埋 ま る よ う に 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 を 有 す る 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス で あ っ

て 、 前 記 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 前 記 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 潤 滑 剤

を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、 前 記 仕 切 部 材 に 高 圧 気 体 を 供 給 す

る た め の 供 給 口 と 、 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材 の 下 方 側 の 前 記 潤 滑 剤 に 向 け

て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 と を 含 み 、 前 記 仕 切 部 材 に は 、 前 記 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 前

記 潤 滑 剤 を 、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 金 属 線 材 を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 機 で あ っ て 、 上 述 の 伸 線 加 工 用 ダ イ

ス ボ ッ ク ス を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 は 、 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ れ る こ と に

よ り 、 潤 滑 剤 を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、 前 記 仕 切 部 材 に 高 圧

気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材 の 下 方 側 の 前 記

潤 滑 剤 に 向 け て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 と を 含 ん で い る 。 こ の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 は 、 高
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圧 気 体 で 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る の で 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 の 良 好 な 品 質 を 維

持 し つ つ 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 に お い て 、 仕 切 部 材 に は 、 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 潤 滑 剤 を

、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌 装

置 は 、 噴 出 口 に 潤 滑 剤 が 付 着 し て 噴 出 口 が 塞 が る こ と を 抑 制 し つ つ 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤

滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 は 、 長 期 間 に わ た り メ

ン テ ナ ン ス を す る こ と な く 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 の 良 好 な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線

材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 に 空 洞 部 が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 潤 滑 剤 保 持 部 の 内 部 か つ 金 属 線 材 の 下 方 に 配 さ

れ る こ と に よ り 、 潤 滑 剤 を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 と 、 前 記 仕 切

部 材 に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、 供 給 さ れ た 前 記 高 圧 気 体 を 前 記 仕 切 部 材 の 下

方 側 の 前 記 潤 滑 剤 に 向 け て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 と を 含 ん で い る 。 こ の よ う な 伸 線 加 工 用

ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 高 圧 気 体 で 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る の で 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属

線 材 の 良 好 な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス に お い て 、 仕 切 部 材 に は 、 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し

た 潤 滑 剤 を 、 前 記 仕 切 部 材 の 上 方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 伸

線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス は 、 噴 出 口 に 潤 滑 剤 が 付 着 し て 噴 出 口 が 塞 が る こ と を 抑 制 し つ つ

、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 伸 線 加 工 用 ダ イ

ス ボ ッ ク ス は 、 長 期 間 に わ た り メ ン テ ナ ン ス を す る こ と な く 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 の

良 好 な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 の 周 囲 の 潤 滑 剤 に 空 洞 部 が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る

こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 を 下 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 を 下 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 ４ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 他 の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス の 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 が 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 さ れ る 。

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ

る よ う に 、 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ は 、 金 属 線 材 Ｗ を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 機 （ 図

示 省 略 ） に 好 適 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ は 、 金 属 線 材 Ｗ を 伸 線 加 工 す る た め の ダ イ ス

２ と 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ が 埋 ま る よ う に 潤 滑 剤 Ｐ が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 ３ と

を 有 し て い る 。 潤 滑 剤 保 持 部 ３ は 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ を 水 平 方 向 に 向 け て 保 持 す

る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 潤 滑 剤 Ｐ は 、 例 え ば 、 粉 末 状 の 潤 滑 剤 Ｐ が 好 適 に 用 い ら れ る 。 こ の よ う な 粉 末 状 の 潤 滑

剤 Ｐ は 、 金 属 線 材 Ｗ に 付 着 し 、 ダ イ ス ２ に よ る 伸 線 加 工 を 滑 ら か に さ せ 、 伸 線 加 工 さ れ た

金 属 線 材 Ｗ の 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 一 方 、 粉 末 状 の 潤 滑 剤 Ｐ は 、 一 般 的 に 、 金

属 線 材 Ｗ へ の 付 着 に 伴 い 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 に 部 分 的 な 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る 傾 向 を 有 し

て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】

　 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ は 、 潤 滑 剤 保 持 部 ３ に 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 Ｐ を 攪 拌 す る た め

の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ が 内 部 に 配 さ れ て い る の が 望 ま し い 。 本 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４

は 、 潤 滑 剤 保 持 部 ３ の 内 部 か つ 金 属 線 材 Ｗ の 下 方 に 配 さ れ て い る 。 こ の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌

装 置 ４ は 、 金 属 線 材 Ｗ の 下 方 か ら 潤 滑 剤 Ｐ を 攪 拌 す る こ と が で き る の で 、 金 属 線 材 Ｗ の 周

囲 の 潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ２ は 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４

を 下 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ な い し 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は

、 潤 滑 剤 Ｐ を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕 切 部 材 ５ を 含 む の が 望 ま し い 。 本

実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 仕 切 部 材 ５ に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 ６ と 、 供

給 さ れ た 高 圧 気 体 を 仕 切 部 材 ５ の 下 方 側 の 潤 滑 剤 Ｐ に 向 け て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 ７ と を

含 ん で い る 。 供 給 さ れ る 気 体 は 、 例 え ば 、 空 気 、 窒 素 、 ヘ リ ウ ム 等 か ら 適 宜 採 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 高 圧 気 体 で 潤 滑 剤 Ｐ を 攪 拌 す る こ と が で き る の で 、 伸

線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ の 良 好 な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ を 攪 拌

し て 、 潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 仕 切 部 材 ５ に は 、 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 潤 滑 剤 Ｐ を 、 仕 切 部 材 ５ の 上

方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 噴 出 口 ７

に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 し つ つ 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ

を 攪 拌 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ こ で 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 例 え ば 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が

る と 、 付 着 し た 潤 滑 剤 Ｐ を 除 去 す る た め の メ ン テ ナ ン ス を す る 必 要 が あ る 。 こ の メ ン テ ナ

ン ス は 、 潤 滑 剤 保 持 部 ３ 内 の 潤 滑 剤 Ｐ を 取 り 除 い た 上 で 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ を 取 り 出 し て

行 う た め 、 多 大 な 時 間 を 要 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 仕 切 部 材 ５ に よ り 、 噴 出 口 ７ に 移 動 し た 潤 滑 剤 Ｐ が

付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 し て い る の で 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 低 減 す る こ と が

で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 長 期 間 に わ た り メ ン テ ナ ン ス を す

る こ と な く 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ の 良 好 な 品 質 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の

潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な 潤 滑 剤

攪 拌 装 置 ４ は 、 メ ン テ ナ ン ス に 伴 う 伸 線 機 （ 図 示 省 略 ） の 停 止 頻 度 を 低 減 す る こ と が で き

、 伸 線 機 の 稼 働 率 の 低 下 を 抑 制 す る こ と に も 役 立 つ 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 仕 切 部 材 ５ は 、 例 え ば 、 金 属 線 材 Ｗ に 沿 っ て 配 さ れ る 本 体 ５ ａ と 、 そ の 両 端 か ら 下 方 に

延 び る 一 対 の 脚 部 ５ ｂ と を 含 ん で い る 。 本 実 施 形 態 の 仕 切 部 材 ５ は 、 本 体 ５ ａ の 両 側 か ら

下 方 に 延 び か つ 一 対 の 脚 部 ５ ｂ を 連 結 す る 一 対 の 第 ２ 脚 部 ５ ｃ を 含 ん で い る 。 本 体 ５ ａ は

、 例 え ば 、 板 状 に 延 び て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 仕 切 部 材 ５ は 、 本 体 ５ ａ の 下 方 に 少 な く と も 一 対 の 脚 部 ５ ｂ で 囲 ま れ る 凹 空 間 ９ を 有 す

る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 仕 切 部 材 ５ は 、 本 体 ５ ａ の 下 方 に 高 圧 気 体 を 噴 出 可 能 な 空 間

を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑

制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 体 ５ ａ は 、 例 え ば 、 上 方 か ら 見 た と き に 、 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 一

対 の 脚 部 ５ ｂ は 、 本 体 ５ ａ の 対 向 す る 一 対 の 辺 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 一 対 の 第 ２ 脚 部

５ ｃ は 、 脚 部 ５ ｂ と は 異 な る 本 体 ５ ａ の 辺 に 沿 っ て 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な

仕 切 部 材 ５ は 、 凹 空 間 ９ を 大 き く 形 成 す る こ と が で き 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴
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出 口 ７ が 塞 が る こ と を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 潤 滑 剤

攪 拌 装 置 ４ は 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を よ り 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 供 給 口 ６ は 、 供 給 管 １ ０ を 介 し て 、 高 圧 気 体 発 生 装 置 （ 図 示 省 略 ） に 連 結 さ れ る の が 望

ま し い 。 供 給 口 ６ は 、 例 え ば 、 仕 切 部 材 ５ の 上 方 に 設 け ら れ て い る 。 供 給 口 ６ は 、 金 属 線

材 Ｗ の 直 下 を 除 く 位 置 に 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 本 実 施 形 態 の 供 給 口 ６ は 、 矩 形 状 の 本

体 ５ ａ の １ つ の 角 部 に 設 け ら れ て い る 。 供 給 口 ６ は 、 例 え ば 、 仕 切 部 材 ５ の 側 面 に 設 け ら

れ て い て も よ い 。 こ の よ う な 供 給 口 ６ は 、 金 属 線 材 Ｗ と 供 給 管 １ ０ と が 接 触 す る お そ れ が

小 さ く 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ の 良 好 な 品 質 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 形 態 の 噴 出 口 ７ は 、 仕 切 部 材 ５ の 一 対 の 脚 部 ５ ｂ の 一 方 の 側 に 設 け ら れ て い る 。

本 実 施 形 態 の 開 口 部 ８ は 、 本 体 ５ ａ の 一 対 の 脚 部 ５ ｂ の 他 方 の 側 に 設 け ら れ て い る 。 こ の

よ う な 仕 切 部 材 ５ は 、 噴 出 口 ７ と 開 口 部 ８ と の 距 離 を 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の た め

、 噴 出 口 ７ は 、 開 口 部 ８ を 介 し て 移 動 す る 潤 滑 剤 Ｐ に よ り 塞 が る こ と を よ り 確 実 に 抑 制 す

る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を よ り

低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 噴 出 口 ７ は 、 複 数 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 噴 出 口 ７ が ３ つ 設 け ら れ

て い る も の が 例 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 噴 出 口 ７ は 、 凹 空 間 ９ の 内 部 に 均 質 に 高 圧 気 体

を 噴 出 す る こ と が で き 、 潤 滑 剤 Ｐ の 攪 拌 が 部 分 的 と な る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 噴 出 口 ７ は 、 例 え ば 、 本 体 ５ ａ 側 か ら 斜 め 下 向 き に 高 圧 気 体 を 噴 出 し て い る 。 こ の よ う

な 噴 出 口 ７ は 、 潤 滑 剤 Ｐ の 下 方 側 か ら そ の 全 体 を 攪 拌 さ せ る こ と が で き 、 金 属 線 材 Ｗ の 周

囲 の 潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を 、 長 期 間 に わ た り 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま

た 、 こ の よ う な 噴 出 口 ７ は 、 潤 滑 剤 Ｐ と の 間 に 隙 間 を 形 成 さ せ 易 く 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ

が 付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 し 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ の メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を よ り

低 減 す る こ と に 役 立 つ 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 噴 出 口 ７ は 、 供 給 管 １ ０ に 設 け ら れ た 制 御 弁 （ 図 示 省 略 ） に よ り 、 高 圧 気

体 を 断 続 的 に 噴 出 し て い る 。 高 圧 気 体 の 制 御 は 、 こ の よ う な 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な

く 、 例 え ば 、 噴 出 口 ７ が 高 圧 気 体 の 噴 出 を 制 御 す る た め の 制 御 弁 や シ ャ ッ タ ー （ い ず れ も

図 示 省 略 ） を 有 し て い て も よ い 。 ま た 、 高 圧 気 体 は 、 例 え ば 、 高 圧 気 体 発 生 装 置 （ 図 示 省

略 ） に よ り 断 続 的 に 噴 出 す る よ う に 制 御 さ れ て い て も よ い 。 こ の よ う な 噴 出 口 ７ は 、 高 圧

気 体 に よ り 噴 出 口 ７ の 近 傍 の 潤 滑 剤 Ｐ が 空 洞 化 し て 潤 滑 剤 Ｐ が 攪 拌 さ れ な く な る こ と を 抑

制 で き 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を よ り 確 実 に 抑 制 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 実 施 形 態 の 開 口 部 ８ は 、 金 属 線 材 Ｗ の 延 び る 方 向 に 直 交 す る 方 向 （ 以 下 、 「 幅 方 向 」

と い う 。 ） の 長 さ が 、 金 属 線 材 Ｗ に 沿 っ た 方 向 の 長 さ よ り も 大 き い 。 開 口 部 ８ の 幅 方 向 の

最 大 長 さ は 、 金 属 線 材 Ｗ の 直 径 よ り も 大 き い の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 開 口 部 ８ は 、 噴 出

口 ７ と の 距 離 を 維 持 し つ つ 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ を 確 実 に 攪 拌 す る こ と が で き 、

金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ に 空 洞 部 Ｓ が 形 成 さ れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 開 口 部 ８ は 、 幅 方 向 の 両 端 が 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ８ の 形 状 は

、 こ の よ う な 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 矩 形 状 、 楕 円 状 、 多 角 形 状 等 、 種

々 の 形 状 が 適 宜 採 用 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ２ ０ を 下 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 上 述 の

実 施 形 態 と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ 、 そ の 説 明 が 省 略 さ れ る

。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ２ ０ は 、 上 述 の 仕 切 部 材 ５ と 共
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通 す る 機 能 を 有 す る 仕 切 部 材 ２ １ と 、 仕 切 部 材 ２ １ に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 ６

（ 図 示 省 略 ） と 、 高 圧 気 体 を 噴 出 す る た め の 複 数 の 噴 出 口 ７ と を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 仕 切 部 材 ２ １ は 、 例 え ば 、 上 述 の 本 体 ５ ａ と 共 通 す る 機 能 を 有 す る 本 体 ２ １ ａ と 、 そ の

両 端 か ら 下 方 に 延 び る 一 対 の 脚 部 ２ １ ｂ と 、 一 対 の 脚 部 ２ １ ｂ を 連 結 す る 一 対 の 第 ２ 脚 部

２ １ ｃ と を 含 ん で い る 。 仕 切 部 材 ２ １ は 、 さ ら に 一 対 の 第 ２ 脚 部 ２ １ ｃ の 間 に 配 さ れ た 少

な く と も １ つ の 、 こ の 実 施 形 態 で は ２ つ の 第 ３ 脚 部 ２ １ ｄ を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 噴 出 口 ７ が 、 仕 切 部 材 ２ １ の 一 対 の 脚 部 ５ ｂ の 一 方 の 側 に 設

け ら れ 、 開 口 部 ８ が 、 本 体 ２ １ ａ の 一 対 の 脚 部 ２ １ ｂ の 他 方 の 側 に 設 け ら れ て い る 。 こ の

よ う な 仕 切 部 材 ２ １ は 、 上 述 の 仕 切 部 材 ５ と 同 様 に 、 噴 出 口 ７ と 開 口 部 ８ と の 距 離 を 大 き

く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 仕 切 部 材 ２ １ は 、 本 体 ２ １ ａ の 下 方 に 一 対 の 脚 部 ２ １ ｂ 、 一 対 の 第 ２ 脚 部 ２ １ ｃ 及 び 第

３ 脚 部 ２ １ ｄ で 囲 ま れ る 凹 空 間 ２ ２ を 有 す る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 仕 切 部 材 ２ １ は 、

本 体 ２ １ ａ の 下 方 に 高 圧 気 体 を 噴 出 可 能 な 空 間 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 凹 空 間 ２ ２ は 、 噴 出 口 ７ が 設 け ら れ た 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ と 、 開 口 部 ８ が 設 け ら れ た 第 ２ 凹

部 ２ ２ ｂ と を 含 む の が 望 ま し い 。 凹 空 間 ２ ２ は 、 例 え ば 、 第 ３ 脚 部 ２ １ ｄ に よ り 分 割 さ れ

た 複 数 の 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ を 含 ん で い る 。 こ の 実 施 形 態 の 凹 空 間 ２ ２ は 、 ２ つ の 第 ３ 脚 部 ２

１ ｄ に よ り 分 割 さ れ た ３ つ の 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ を 含 ん で い る 。 噴 出 口 ７ は 、 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ

の そ れ ぞ れ に 少 な く と も １ つ ず つ 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 凹 空 間 ２ ２ は 、 噴

出 口 ７ 側 へ 移 動 す る 潤 滑 剤 Ｐ の 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て

噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 こ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装

置 ２ ０ は 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ と 第 ２ 凹 部 ２ ２ ｂ と の 間 に は 、 潤 滑 剤 Ｐ の 移 動 を 抑 止 す る た め の 絞 り 部

２ ３ が 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 凹 空 間 ２ ２ は 、 噴 出 口 ７ 側 へ 移 動 す る 潤 滑 剤

Ｐ の 量 を よ り 低 減 す る こ と が で き 、 長 期 間 に わ た り 、 噴 出 口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出

口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ２ ０ の メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を よ り

低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 第 ２ 凹 部 ２ ２ ｂ の 面 積 は 、 開 口 部 ８ の 面 積 よ り も 小 さ い 。 こ の よ う な 第

２ 凹 部 ２ ２ ｂ は 、 第 １ 凹 部 ２ ２ ａ 側 へ 移 動 す る 潤 滑 剤 Ｐ の 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 噴 出

口 ７ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ７ が 塞 が る こ と を 抑 制 し 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ２ ０ の メ ン テ

ナ ン ス 頻 度 を 低 減 す る こ と に 役 立 つ 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ５ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ３ ０ を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 上 述 の

実 施 形 態 と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ 、 そ の 説 明 が 省 略 さ れ る

。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ３ ０ は 、 上 述 の 仕 切 部 材 ５ と 共

通 す る 機 能 を 有 す る 仕 切 部 材 ３ １ と 、 仕 切 部 材 ３ １ に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 ６

と 、 高 圧 気 体 を 噴 出 す る た め の 噴 出 口 ７ と を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 仕 切 部 材 ３ １ は 、 例 え ば 、 上 述 の 本 体 ５ ａ と 共 通 す る 機 能 を 有 す る 本 体 ３ １ ａ と 、 本 体

３ １ ａ に 設 け ら れ た 開 口 部 ３ ２ と を 含 ん で い る 。 こ の 実 施 形 態 の 本 体 ３ １ ａ は 、 矩 形 状 に

形 成 さ れ て い る 。 本 体 ３ １ ａ の 形 状 は 、 こ の よ う な 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え

ば 、 円 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 開 口 部 ３ ２ は 、 本 体 ３ １ ａ の 略 中 央 に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ３ ２ は 、

例 え ば 、 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 仕 切 部 材 ３ １ は 、 開 口 部 ３ ２ を 大 き く 形 成
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す る こ と が で き 、 潤 滑 剤 Ｐ の 流 動 化 を 促 進 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ６ は 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ ０ を 上 方 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 上 述 の

実 施 形 態 と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ 、 そ の 説 明 が 省 略 さ れ る

。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ ０ は 、 上 述 の 仕 切 部 材 ３ １ と

共 通 す る 機 能 を 有 す る 仕 切 部 材 ４ １ と 、 仕 切 部 材 ４ １ に 高 圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口

６ と 、 高 圧 気 体 を 噴 出 す る た め の 噴 出 口 ４ ２ と を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 仕 切 部 材 ４ １ は 、 例 え ば 、 上 述 の 本 体 ３ １ ａ と 共 通 す る 機 能 を 有 す る 本 体 ４ １ ａ と 、 本

体 ４ １ ａ に 設 け ら れ た 開 口 部 ４ ３ と を 含 ん で い る 。 本 体 ４ １ ａ は 、 例 え ば 、 矩 形 状 に 形 成

さ れ て い る 。 開 口 部 ４ ３ は 、 例 え ば 、 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 仕 切 部 材 ４ １

は 、 開 口 部 ４ ３ を 大 き く 形 成 す る こ と が で き 、 潤 滑 剤 Ｐ の 流 動 化 を 促 進 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 噴 出 口 ４ ２ は 、 矩 形 状 の 本 体 ４ １ ａ の ４ つ の 角 部 に 形 成 さ れ て い る 。 こ

の よ う な 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ ０ は 、 噴 出 口 ４ ２ と 開 口 部 ４ ３ と の 距 離 を 大 き く す る こ と が で

き 、 長 期 間 に わ た り 、 噴 出 口 ４ ２ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ４ ２ が 塞 が る こ と を 抑 制 す

る こ と が で き 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ ０ の メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ の 内 部 に 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ が 配 さ れ

る 態 様 が 説 明 さ れ た が 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ は 、 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １ に 一 体 的 に 形

成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 潤 滑 剤 攪 拌 装 置 ４ の

機 能 を 有 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ７ は 、 他 の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ の 断 面 図 で あ る 。 上 述 の 実 施 形

態 と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ 、 そ の 説 明 が 省 略 さ れ る 。 図 ７

に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 上 述 の 伸 線 加 工 用

ダ イ ス ボ ッ ク ス １ と 同 様 に 、 金 属 線 材 Ｗ を 伸 線 加 工 す る た め の 伸 線 機 （ 図 示 省 略 ） に 好 適

に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 上 述 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス １

と 同 様 に 、 金 属 線 材 Ｗ を 伸 線 加 工 す る た め の ダ イ ス ２ と 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ が 埋

ま る よ う に 潤 滑 剤 Ｐ が 充 填 さ れ た 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ と を 有 し て い る 。 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ は

、 上 述 の 潤 滑 剤 保 持 部 ３ と 同 様 の 機 能 を 有 す る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ の 内 部 か つ 金 属 線

材 Ｗ の 下 方 に 配 さ れ る こ と に よ り 、 潤 滑 剤 Ｐ を 少 な く と も 一 部 の 区 画 で 上 下 に 区 分 す る 仕

切 部 材 ５ ２ を 含 ん で い る 。 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 さ ら に 、 仕 切 部 材 ５ ２ に 高

圧 気 体 を 供 給 す る た め の 供 給 口 ５ ３ と 、 供 給 さ れ た 高 圧 気 体 を 仕 切 部 材 ５ ２ の 下 方 側 の 潤

滑 剤 Ｐ に 向 け て 噴 出 す る た め の 噴 出 口 ５ ４ と を 含 む の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 仕 切 部 材 ５ ２ に は 、 上 述 の 仕 切 部 材 ５ と 同 様 に 、 高 圧 気 体 に よ っ て 移 動 し た 潤 滑 剤 Ｐ を

、 仕 切 部 材 ５ ２ の 上 方 側 へ 送 る た め の 開 口 部 ５ ５ が 形 成 さ れ る の が 望 ま し い 。 こ の よ う な

伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 噴 出 口 ５ ４ に 潤 滑 剤 Ｐ が 付 着 し て 噴 出 口 ５ ４ が 塞 が る

こ と を 抑 制 し つ つ 、 金 属 線 材 Ｗ の 周 囲 の 潤 滑 剤 Ｐ を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 こ

の 実 施 形 態 の 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 低 減 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ に 取 り 外 し 自 在 に 取 り 付 け ら れ る の が 望 ま し い 。 こ

の よ う な 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 メ ン テ ナ ン ス が 必 要 に な っ た と き に も 容 易 に 取 り 外 す こ と が で

10

20

30

40

50



(10) JP  2021-30288  A   2021.3.1

き る の で 、 メ ン テ ナ ン ス に 要 す る 時 間 を 比 較 的 短 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な

仕 切 部 材 ５ ２ は 、 異 な る 仕 切 部 材 ５ ２ に 交 換 す る 場 合 に も 、 交 換 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 上 述 の 本 体 ５ ａ と 同 様 に 、 板 状 に 延 び て い る 。 こ の よ

う な 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 そ の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 上 述 の

仕 切 部 材 ５ と 同 様 に 、 例 え ば 、 複 数 の 脚 部 ５ ｂ 等 を 有 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 供 給 口 ５ ３ は 、 例 え ば 、 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ に 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 供 給 口 ５ ３ は

、 供 給 管 １ ０ を 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ の 外 部 に 配 す る こ と が で き 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ

の 良 好 な 品 質 を 維 持 す る こ と に 役 立 つ 。 供 給 口 ５ ３ は 、 上 述 の 供 給 口 ６ と 同 様 に 、 例 え ば

、 仕 切 部 材 ５ ２ の 角 部 に 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 噴 出 口 ５ ４ は 、 例 え ば 、 潤 滑 剤 保 持 部 ５ １ に 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 噴 出 口 ５ ４ を

有 す る こ と で 、 仕 切 部 材 ５ ２ は 、 そ の 構 造 を 単 純 化 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 伸 線 加

工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス ５ ０ は 、 開 口 部 ５ ５ の 形 状 の 異 な る 複 数 の 仕 切 部 材 ５ ２ を 低 コ ス ト で

準 備 す る こ と が で き 、 伸 線 加 工 さ れ る 金 属 線 材 Ｗ に 適 し た 仕 切 部 材 ５ ２ に 交 換 し て 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 形 態

に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 に 変 形 し て 実 施 さ れ 得 る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 　 １ 　 　 伸 線 加 工 用 ダ イ ス ボ ッ ク ス

　 　 ３ 　 　 潤 滑 剤 保 持 部

　 　 ４ 　 　 潤 滑 剤 攪 拌 装 置

　 　 ５ 　 　 仕 切 部 材

　 　 ６ 　 　 供 給 口

　 　 ７ 　 　 噴 出 口

　 　 ８ 　 　 開 口 部

　 　 Ｗ 　 　 金 属 線 材

　 　 Ｐ 　 　 潤 滑 剤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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